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一般社団法人ソフトウェア協会（住所：東京都港区、会長：荻原 紀男（株式会社豆蔵 K2TOP ホールディング

ス 代表取締役社長）、略称：SAJ、以後 SAJ）のプログラミング教育委員会（委員長：田中 邦裕(SAJ 筆頭副

会長／さくらインターネット株式会社 代表取締役社長)は、学校教育全体のデジタルトランスフォーメー

ション（DX）化を応援する「学校×IT変えよう運動」を 7月 19 日からスタートします。 

 

2019 年、これからの Society5.0※時代を生きるすべての子供たちの可能性を引き出し、個別最適な学びと協

働的な学びを実現することを目的とし、児童生徒「1 人 1 台端末」と「高速大容量通信ネットワーク」を一

体的に整備する「GIGA スクール構想」が閣議決定されました。今年は、小中学校において 1人 1台端末環境

下での学びが本格的にスタートする「GIGA スクール元年」と言われています。その一方で、教育関係者や学

校に通う子供を持つ保護者からは「端末やアカウント管理の作業など、教育現場の負担が大きい」「端末の

セキュリティポリシーが厳しくて、アプリの配置すら変えられない」「端末の利用が学校内に限定されてい

る」といった端末の問題から、「欠席連絡をいまだに連絡帳で近くの子に持って行ってもらわなければなら

ない」「学校からの連絡が紙媒体ばかりだ」といったデジタル化に対する疑問の声などを耳にしました。 

 

SAJ のプログラミング教育委員会では、このような状況を課題と認識し、教育関係者や学校に通う子供を持

つ保護者など学校教育に携わるすべての方の DX 化を応援することを目的に、「学校×IT 変えよう運動」を

立ち上げました。「学校×IT変えよう運動」では、第一弾として「GIGA スクール構想」だけでなく「プログ

ラミング教育」、「校務の効率化」など、学校全体の DX化に関する悩みや課題を共有する場として、Twitter

ハッシュタグ「#IT 保護者の会」を用意しました。ぜひ、「#IT 保護者の会」をつけて、悩みや課題などの意

見をお寄せください。 

 

「#IT 保護者の会」をつけて、共有された意見は、SAJ のプログラミング教育委員会で共有するとともに、ソ

フトウェアの業界団体として行えるサポートを検討・実施していく予定です。 

■「学校×IT 変えよう運動」「#IT 保護者の会」投稿事例 

 Note 記事：「学校×IT変えよう運動」スタート！「＃IT保護者の会」で身近な出来事を共有しよう！ 

 https://note.com/shizuka_0106/n/n1acd49b0dddb 

※「Society5.0」とは、狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、

日本が目指すべき未来社会として第 5 期科学技術基本計画の中で提唱されたものです。https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/ 

 

【SAJ「プログラミング教育委員会」について】 

プログラミング教育だけにとどまらず、学校教育全体の DX化に視野を広げ、ソフトウェアの業界団体とし

て行えるサポート体制を検討・実施する SAJ 内の委員会です。具体的には、行政機関・企業・団体との意見

交換を行い、より良い ICT 環境・制度・保守体制の構築支援や教育現場と企業をつなぐ「ハブ」の役割を担

う活動を実施・検討しています。https://www.saj.or.jp/committee/pge/index.html 
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学校教育の DX 化を応援する「学校×IT 変えよう運動」をスタート！ 

～GIGA スクール構想の本格化に際し SNS「#IT 保護者の会」で意見募集～ 


